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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要 旨 

  母豚の飼養管理において、脂肪の付着状態を指標としたボディコンディションスコア(以下ＢＣＳ)を利用し

た母豚管理手法がある。母豚の繁殖性改善のため、分娩前後のＢＣＳと繁殖成績の関係について調査した

ところ、母豚の分娩前後のＢＣＳを適正なスコアに調整することで育成率と繁殖成績の向上が図られた。 

 

(1)分娩前ＢＣＳ別繁殖成績 

  分娩前ＢＣＳが３．０のものは総産子数、生存産子数、離乳頭数、育成率、分娩１腹総体重、１腹総体重

増加量、平均発情回帰日数について他のものより良好な成績を示し、分娩前ＢＣＳが３．５においても概ね

良かった。（表２） 

 

(2)ＢＣＳ変化量別繁殖成績 

  ＢＣＳ変化量が１．０のものにおいて総産子数、生存産子数、離乳頭数、育成率、分娩１腹総体重、分娩１

腹総体重増加量について他のものより良好な成績を示し、ＢＣＳ変化量が０．５も概ね良かった。（表３） 

 

(3)分娩前ＢＣＳと変化量の関係 

分娩前ＢＣＳが３．０～３．５に調整し、ＢＣＳ変化量は０．５～１．０にするのが良い。（表４） 

 

２ 期待される効果 

   子豚の育成率向上と母豚の繁殖成績の向上  

 

３ 適用範囲 

   県内養豚農家 

 

４ 普及上の留意点 

(1)妊娠後期から分娩直前まではＢＣＳを３．０～３．５になるような飼料給与が良い。 

(2)哺乳頭数・泌乳量によってＢＣＳの変化は大きく違うので、豚の健康状態も観察しながら、ＢＣＳの変化量

を０．５～１．０にするのが良い。 

 

Ⅱ 具体的データ等 
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